
はじめまして、薬剤部長の夏目と申します。しば

らく紙面上、おつきあいください。 

3月29日（木）の夜半は、まだ前任地の千葉労災

病院で仕事をしていました。この時は「本当に燕に

転勤？」という状態でした。そこからバタバターッ

と怒涛の勢いで3月31日（土）に、佐渡の宿舎にな

だれ込みました。要するに用意不十分で千葉から4

月1日付で転勤してきたということです。 

燕労災病院を知っているという仲間たちは、いらんと言うのに私が赴く前

から、余分な？余計な？知識をそれはたくさん送ってくれました。田んぼの

ど真ん中にポツーンと建っていて寂しいところよ、病院の周りは薄暗いし、

駅前は何にもない、歩いている人がいない、病院が暗いぞ、建てられてから

30年以上経っているからもうボロボロだぞ、あそこは××だから○○した方

がいいぞ、・・・・・云々かんぬん。天候のこと、地域のこと、人のこと、

遊びのこと、食べ物のこと、そりゃもう、きりがありません。 

31日（土）夜の第一印象、外は真っ暗（こりゃ確かに言われていた通りだ

よ・・・）人気は本当にない（誰にも会わない）し、4月だというのにストー

ブつけないと寒いし、部屋の壁にあるTVコンセントはフィーダ線で同軸ケー

ブルが繋げないし（今日からはテレビ見られないよ）、・・・ブツブツ。 

一夜明けて、周囲をゆっくり歩いてみると、なるほど周囲が田んぼで、確

かにぽつんと立っている病院であることがわかりました。新幹線沿いの道に

は車の流れがありますが病院の前は、交通量はたまにあるだけです。歩いて

いる人はほとんど見かけません。かろうじてコンビニが徒歩圏内にあること

がわかりホッとしたり、路線バスが走っていないため公共交通機関がなくて

ガックリしたり・・・。 

 「いやー、言われていたとおりのところだな」この時は率直に感じました

（申し訳ありません）。 

4月も20日を過ぎたあたりでしょうか？職員宿舎の有志の方々と花見をする

ことができました。ちなみに私事ですが、私は病院宿舎に単身で暮らしてい

ます。集う予定の桜の木は、その4～5日前はまだ蕾、本当に花見できます

か？という状態でした。直前の数日暖かい日が続いた途端、咲いたんです、

その桜。そりゃ、見事でした。この日を境に？でしょうか、季節が急に進ん

だように感じたのは。春ってこんなに自己主張が強かったっけ？と言う位に

花や新緑が目を引くようになってきました。周囲のカラカラだった元？田ん

ぼも、あっという間に掘り返されて水が張られ、苗が植えられてきました。

テレビ環境もBSを観られるように改善、夜は静かでネオンの明かりは気にな

らないし、超ベテランドライバー（どうみても80歳は超えている？）がたく

さん現役でいる車社会の地域であることがわかったり、職員食堂のご飯、漬

物がとても美味しかったり・・・初日の印象はどこへやら、です。 
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    【【【【    1111かかかか月月月月がががが過過過過ぎてぎてぎてぎて思思思思うことうことうことうこと】】】】   
                           薬剤部長薬剤部長薬剤部長薬剤部長        夏目夏目夏目夏目    義明義明義明義明    
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【【【【医学講話医学講話医学講話医学講話がががが開催開催開催開催されましたされましたされましたされました】】】】                    

５月８日（火）に、神経内科部長菊川先生による「糖尿病と末梢神経障害について～

糖尿病でしびれを感じたら～」について講演されました。 

  

①糖尿病は、初期は無症状だが、糖尿病と診断された 

 ら早期から節制、治療が必要であ 

 る。 

 HbA1Cはははは、、、、6.5以下以下以下以下が望ましい。 

②糖尿病は全身病である。 

③特に糖尿病性末梢神経障害を指摘されたら、フット 

 ケアは重要である。 
 

 年々増加しているという糖尿病ですが、今回も多く

の方が菊川先生のお話に聞き入っていました。 

今後も地域の皆様の関心のある医療情報を発信し、予防医療に寄与していきたいと思

います。 

つらつらお付き合いいただきましたが、何が言いたいかといえば、次の三つでしょうか。 

一つ目は、人の話は人の話（情報の元、根拠はさまざま在る）、自分の目で感じ確かめることの大切さ

です。二つ目は、どんなことでも見方いろいろで、その見方ひとつでその評価も全く異なること、数学的

なもの以外いわゆる評価には主観（いわゆるバイアス）がきっと入っていることを忘れないことです。三

つ目は、ファクトを表現することやフィクションとファクトを切り分けることは案外難しい、ということ

です。 

これだけのことですから例えば何気ない日常のことならば、どなたも受け入れられているでしょう。しか

し、我々の日常業務、医療に関することになるとどうでしょうか？受け取ったり発信したりと日々、情報

が氾濫する世の中です。私は薬剤師ですが、いわゆる「情報」とされる様々な物事（文書、記事、記録等

含めて）の取り扱いには、常に、十分注意し慎重な取り扱いを心掛けたいと思っています。 

【【【【市民市民市民市民・・・・勤労者医学講話勤労者医学講話勤労者医学講話勤労者医学講話・・・・２４２４２４２４年度予定表年度予定表年度予定表年度予定表】】】】    

 開催場所は当院１階外来ホール、開始時間は各日の18:30からとなっております。 

 ご聴講は無料ですので、ぜひお越し下さい。 

 ※都合により、講演者や演題の一部が変更になることがありますので、ご了承下さい。 

日 付 演題 講演者 

７月１０日 

(火) 

膝痛、腰痛の運動療法について 中央リハビリテーション部 

内田部長 

９月１１日 

(火) 

市民のための救急対応講座 新潟医療技術専門学校 

麻酔科医 羽柴医師 

１１月１３日

(火) 

薬の正しい飲み方について 薬剤部 
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 【【【【編集部編集部編集部編集部よりよりよりより】】】】    

 皆さんは金環日食を見ましたか？直接見なかったでしょうか？ＴＶ

であれほど危険と注意されていましたが、私は直接見てしまいました

(*_*)。皆さんも言われたことには気をつけましょう。（記：し） 

【【【【看護看護看護看護ふれあいふれあいふれあいふれあいフェアフェアフェアフェアをををを開催開催開催開催】】】】    ～～～～看護看護看護看護のののの日日日日    院外院外院外院外イベントイベントイベントイベント～～～～    

 「こころまで、看る」をテーマに、５月１９日（土）に「チャレンジャーなんじゃ村」前で恒例の

看護ふれあいフェアを開催しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         （受付の様子）               （血圧測定の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （ＡＥＤ講習の様子）          （ミニフリーマーケットの様子） 

  

 身長体重測定・血管年齢測定をはじめ、骨強度測定・体脂肪測定・ＡＥＤ講習・健康

相談など各ブースに多くの方が来場されました。特にＡＥＤ講習のブースでは、皆様、

真剣に講習を受けておられました。 

 また、昨年と同様に「東日本大震災チャリティーミニフリーマーケット」も開催しました。

皆様のご協力のおかげで、５３，７７１円の売上となりました。この収益金は全額災害義

援金として、燕市へ寄付いたしました。皆様のご協力、本当にありがとうございました。 

 看護の心を分かち合いたいと、毎年この時期に看護ふれあいフェアを開催しておりま

す。このような行事を通して、今後も地域の皆様に愛される病院を目指していきます。 



2012年6月号 №42 ページ4 

  

 


